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本橋 聡⼦ 様 （仮名）

症状の進⾏に伴って疲れやすくなり、いつしか必要最低限の量しか⾷べなくなっていた。
MOMO を使い始めて、⾷べることの楽しさを思い出した。

本橋さんは、周りの空気を明るくしてくれる、かわいい笑顔が印象的な女性です。

約 5年前に上肢型の ALS を発症しました。日中はいつも一人でご自宅にいるため、

身の回りのことを自分でもできるように上肢装具を探していたところ、福祉機器の

展示会で偶然 MOMO を見つけ、今では両腕で使っています。

字を書いたり、携帯電話を使ったり、コーヒーを飲んだりと、色々な場面で MOMO を

使っている本橋さんですが、一番変わったのは“食べることの楽しみを思い出した”

ことだそうです。症状の進行に伴って疲れやすくなり、自然と必要最低限の量しか

食べなくなっていました。しかし MOMO を使うと、テーブルいっぱいに腕が届くよう

⾷べる量が増え、スピードが上がり、気が付いたら…

　モトハシ　　  サトコ　

可動範囲が劇的に広がった！
本橋さんは自力で腕を後方にもっていく

ことがほとんどできません。ところが

MOMO を使うと肩の可動域が一気に広がり、

健常者と同じくらいまで後方にもってい

けるようになりました。これには私たち

も大変驚きました。積極的に MOMO を使い

倒してくれる本橋さん。また新しい使い方

を教えてくれるのを、楽しみにしています。

導⼊時期
2015 年 1 ⽉

導⼊前の状態

になり、しかもほとんど疲れません。「食べる量が増え、

スピードが上がり、気が付いたら食べることが楽しく

感じるようになっていた。」と嬉しそうに話してくれま

した。この急激な変化にはご家族も驚いたそうです。

●⽇中⾃宅に⼀⼈でいるので、 ⾃分で
　 できることを増やしたかった。

導⼊した理由

導⼊した効果

●⾃分⼀⼈でつけ外しができるから。

●試してみるとすぐに前後左右の広い範囲
　 で腕を動かせるようになったから。

●疲れにくくなり、 ⾷べることが楽しくなった。
●コップや⾷器を安定して持つことができる
　 ようになった。

使⽤時の⼯夫
●⾷事のときはスプーンやフォークを固定
　 するカフを使っている。

●症状の進⾏に伴い疲れ易くなり、 ⽇常
　 ⽣活で億劫に感じる場⾯が増えた。

⾃⼒ではここまでが限界…

MOMO があるとここまで動く！
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千葉県 ・ ALS

【使⽤構成】
タイプ  ：MOMO
使⽤している腕 ：両腕
スプリング強度 ：弱
使⽤リンク数 ：3 本


